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◇　着目したパラリンピックの価値
「強い意志（Determination）　～困難があっても， 諦めず限界を突破しようとする力～」
◇　学年   　　　　第３学年
◇　単元名　「跳び箱運動」【Ｂ 器械運動】

◇　目標
⑴　知識及び技能
○　自分と友達が諦めずに跳び箱運動に取り組むことのできる方法や条件を理解することができるようにする。
○　自己の能力に応じた基本的な技を行うことができるようにする。

⑵　思考力，判断力，表現力等

○　誰もがあきらめずに跳び箱運動に取り組むための方法や行動等を見付け，工夫するとともに，諦めずに取り組んだときの気持ちや仲間を支えることができたときの気持ちを友達に伝えることができるようにする。
⑶　学びに向かう力，人間性等

○　課題解決に向けて自分の課題に合った場を選び，最後まで努力して跳び箱運動に取り組むことができるようにする。
○　跳び箱運動に取り組む中で，友達の考えを認めることができるようにする。
○　跳び箱運動に取り組む中で，場や器械・器具の安全に気を配ることができるようにする。
◇　主な展開
	学習活動
	発問，指示，課題等
	児童・生徒の学びや気付き

	あきらめずに取り組むことについて考える。
・「手のひらのマメは努力の勲章」という作文を読み，考える。
URL：
https://ja-kyosai-fukuoka. 
com/award/detail/103/2016

学習の進め方を確認する。

・マット運動を振り返り，既習の技を想起させ，これから学習する跳び箱運動の技を動画で見て比較する。

☆単元で扱う技

＜切り返し系＞

①開脚跳び

＜回転系＞

②台上前転

③首はね跳び


・マット運動で跳び箱運動につながる動きの確認をする。（前転，易しい場での開脚前転，首はね起き）

	課題
「なぜ，この子は逆上がりができるようになったのでしょう。」
【振り返り】
発問
「これから学習する跳び箱運動に，みんながあきらめずに取り組むためには，どのように学習を進めるといいですか。」

発問
「これから学習する跳び箱運動は，これまで行ったマット運動と比較して，どんなところが不安ですか。」
発問
「それぞれ不安に思っていることがありますね。どのように学習を進めていくと，不安を乗り越えることができそうですか。」
課題
「マット運動を通して，跳び箱運動につながる動きがどの程度できるのか確認し，自分の課題を明確にしよう。」

	○　できるようになった理由を出し合うことにより，困難があっても， 諦めず限界を突破しようとするために必要なことを理解する。
【児童の回答例】
「できなくて悔しかったけどあきらめなかった。」
「何度も何度も繰り返し練習した。」
「動画で撮って，できていないところを確認していた。」

「お父さんが一生懸命手伝ってくれた。」
「お父さんがあと少しという声をかけてくれていた。」
○　作文から考えたことを，これからの自分たちの学習に置き換え，自分事として捉える。

【児童の回答例】
「自分も諦めずに繰り返し練習したいです。」
「動画で撮って，自分の動きが確認できるようにしたいです。」
「自分の課題に合った練習をしたいです。」

「声をかけて励まし合ったり，周りで手伝って支え合ったりできるようにしたです。」

○　以下の点に気付く。
・困難を乗り越えるためには，継続して取り組むことが大切であるということ。
・動画を基にフィードバックすることが有効であること。
・スモールステップで取り組むことが大切であること。
・みんなで支え合い，励まし合いながら取り組むことが大切であること。
○　不安な気持ちを出し合い，それぞれの思いを理解する。

【児童の回答例】

「高い跳び箱を飛び越えるのは怖そう。」

「マット運動の前転で横に転がってしまうことがあったから，台上前転は難しそう。」
「首はね跳びは，着地が難しそう。」
「自分だけ開脚跳びができなかったら恥ずかしい。」
「台上前転や首はね跳びは，自分はできそうにない。」

○　それぞれが感じている不安な気持ちから，どのような手立てをすれば解決できそうか考える。

【児童の発言例】
「初めは，マット運動で動きの確認をしたい。」
「低い跳び箱の場を用意したり，マットを横向きに置いて，横に転がっても痛くないようにしたりする。」
「自分の課題に合った場の設定ができるようにする。」

「技のコツを教え合えるように，班ごとに協力して取り組めるようにする。」
「みんながけがをしないように，安全を確かめながら取り組む。」
「できなくても笑ったり馬鹿にしたりせずに，支え合い，励まし合いながら取り組む。」
「できなくてもあきらめずに，繰り返しトライしてみる。」
○　以下のことに気付く。
・他人と比べるのではなく，自分の課題と向き合うこと。

・自分の課題に合った場の設定が大切であること。
・協力して取り組むことが大切であること。
・安心して取り組める環境が大切であること。
・諦めずに繰り返し取り組むことが大切であること。

○　マット運動を通して，跳び箱運動につながる動きがどの程度できるのか確認し，自分の課題を明確にする。

【児童の行動例】

・場の安全を確認している。

・友達と教え合いながら取り組む。
・できる技とできない技を確認し，学習カードにメモをする。

	開脚跳び，台上前転，首はね跳びが身に付くように，自分の課題に合った場を選んで取り組む。


・自己の伸びが実感できるよう，前時の実態把握から場づくりを工夫し，どの子も「できた」という達成感を味わえるようにする。

班で協力して教え合いながら取り組む
学習のまとめとして，パラリンピックの価値に触れ，学習したことを今後の活動に生かす。
	課題
「開脚跳びができるように，３つのヒントをもとに，まずは自分で自分の課題に合った場を選んで取り組みましょう。開脚跳びができるようになった人は，３つのヒントをもとに台上前転，首はね跳びに挑戦しましょう。」
【振り返り】
発問
「自分の課題に合った場を選んで取り組むと，どんなことが分かりましたか。」


課題
「班で支え合い，励まし合いながら，協力して取り組もう。」
発問
「班で協力して，開脚跳び，台上前転，首はね起き跳びのコツを考えよう。自分の課題に合わせて，高い段の跳び箱でも挑戦してみましょう。」

※役割分担をローテーションで取り組ませる
【振り返り】

発問

「班で支え合い，励まし合いながら取り組むと，どんな気持ちになりましたか。学習カードに書きましょう。」

発問
「みなさんは跳び箱運動に最後まで諦めず取り組みましたね。そして，みんなで支え合い，励まし合いながら取り組みましたね。困難があっても諦めず取り組むことの大切さは，障害者スポーツ最大の祭典である，パラリンピックの価値にも示されています。諦めずに取り組むためには，どんなことが大切か，諦めずに取り組めたときの気持ちを班で話し合いましょう。」
発問
「校内大なわ大会の練習で，なかなか跳べない下級生に対して，あなたはどのように接しますか。」
	○　自分の課題を明確にもち，課題解決のための練習方法や場を自己選択し，「技を身に付ける」ことができるよう，技の行い方（ポイント）を明確に示し，それをもとに取り組む。
【児童の発言や行動例】
・跳び箱や踏み切り板，マットの位置等の安全に気を付けながら，みんなが安心して取り組めるようにする。
・「もう一回やってみる。」「次はこっちの跳び箱で挑戦してみよう。」など，開脚跳びができるように，あきらめず前向きに取り組む。
【児童の記述例】
・自分の課題に合った場で取り組むことができたので，だんだんコツが分かってきました。
・いろいろな場の設定があったので，場を変えながら繰り返し諦めずにできました。
・易しい場もあったし，みんなで安全を確かめながら行ったので，安心して取り組むことができました。
○　ここからは，班で支え合い，励まし合いながら「技を高める」ことができるように，班での役割分担をもとに，その方法や行動を考えながら取り組む。
【児童の発言や行動例】
・「大丈夫だよ。」「次はできそうだよ。」「手のつき方はよかったよ。」など，友達に対して肯定的な言葉かけをしている。
・役割分担ごとに安全を確認し，声掛けをしながら進める。
・補助役の児童は，いつでも助けられる姿勢でいる。
・班の中で，お互いに気付いたこと，分かったことを伝え合う。
・個人のレベルに合わせ，場の設定を班で工夫する。
○　班で支え合い，励まし合うことについて振り返り，その内容を視覚化させることで，最後まで諦めずに取り組むことに対するイメージを強化する。
【児童の記述例】

「跳び箱を跳ぶときに，不安な気持ちがあっても，友達が周りで励ましてくれるので，諦めずにやってみようという気持ちになりました。」

「友達が技ができたとき，自分もできたかのようにいっしょに喜び合えました。」
「友達が補助でいてくれるので，勇気を出してやってみようという気持ちになりました。」

「自分が励ましたら友達ができたので，とてもうれしかったです。」
「班の友達が自分に合ったレベルで場の工夫をしてくれるので，安心してできました。」
○　以下のことに気付く。
・友達の励ましが自分の諦めずに取り組む姿勢につながること。
・友達の頑張りが，自分の意欲につながること。
・友達の支えが，安心に取り組めることにつながっていること。

○　パラリンピックの価値を知り，それぞれの価値がつながっていることを理解する。

【児童の発言例】
「最後まで諦めずに努力する大切さが分かりました。これからは，他のことも諦めずに取り組もうと思いました。」

「初めはこわいなという不安があったけど，友達の励ましで勇気を出して頑張ったら，跳び箱が跳べました。」
「できないことが恥ずかしかったけど，スモールステップで取り組むとできるようになったので，できないことは恥ずかしくないことが分かりました。」

「自分の課題に合った場を考えて取り組んだことで，スモールステップでできるようになりました。」
「友達の頑張る姿を見ていると，自分も頑張ろうという気持ちになりました。」
「支え合い，励まし合いながら取り組むと安心して取り組めたので，他の教科や場面でも学習したことを生かしていきたいです。」
○　以下の点に気付く。
・最後まで諦めずに取り組むことが大切だということ。
・友達の励ましや頑張りが自分の勇気につながること。
・跳び箱運動を通して感じたこと，気付いたことは，他の教科や場面でも生かすことができること。
○　跳び箱運動を通して学習したことを基に，実生活でどのように生かすのか考える。
【児童の記述例】
・「こわくないよ。いっしょに頑張ろう」と声をかける。
・引っかかっても「大丈夫。おしかったよ。」と声をかける。

・横について跳ぶタイミングをいっしょに練習する。
・動画を撮って，引っかかってしまう原因をいっしょに考える。
・跳べるようになったときは，いっしょに喜び合えるようにする。


パラリンピックの価値
小学校





 体育科の指導における


パラリンピックの価値に着目したモデル授業





考え・基礎知識から「つながり」に至る部分





◇　本モデル授業の特徴


跳び箱運動は，得手・不得手が表面化しやすく，苦手な児童は有能感が持ちにくい場面があります。こういった場面では，最後まで努力し学びに向かう力と，仲間と支え合い，励まし合うことのできる人間性等が必要となります。


本モデルでは，跳び箱運動の特性に触れることで，最後まで努力する態度を養う学習場面と，仲間と支え合い，励まし合っていくことの価値が実感できるような学習場面を意図的に位置付けることで，自分にとって困難な課題にも挑戦し，頑張りぬく強い意志や共生の態度を育むことを目指しています。


指導においては，単元前半では，自己の課題を明確に認識し，課題解決のための練習方法や場を自己選択し，「技を身に付ける」ことができるような学習展開，単元後半では，課題解決に向かって友達と協力して取り組み，支え合い，励まし合いながら「技を高める」ことができるような学習展開とします。





３つのヒント【開脚跳び】


①踏み切り


（片足か両足か？）


②手をつく位置


（跳び箱の手前か奥か？）


③姿勢


（頭・腰・手の位置は？）





３つのヒント【台上前転，首はね跳び】


①手をつく位置


（跳び箱の手前か奥か？）


②頭をつく位置


（跳び箱の手前か奥か？）


③姿勢


（つま先の位置は？）





場の工夫例【開脚跳び】


・連結した跳び箱（腕で支えて体重を移動する）


・３，４枚重ねたマット


・安全マット（体の投げ出し）


・小さい跳び箱（またぎ越す）など





場の工夫例【台上前転，首はね跳び】


・連結した跳び箱


・１，２段の低い跳び箱


・マットを上に敷いた１，２段の低い跳び箱


・安全マット





班での役割分担


・動画撮影


・踏み切りを見る


・手のつき方＋補助


・姿勢と着地＋補助


・開脚跳びをする








